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5)二宮 (2017)､p.92｡ 

6)1 番が基本的な音数律の構成となっているため、 1

番のみを分析した。  

7)本稿では音数や音数律をあらわす場合には漢数字

とした｡  

8)草桶 (2024)によると､第５学年で習得した整数 (奇

数･偶数 )の復習として第６学年で取り組んだ時､児

童が奇数や整数に対して再確認を行うことができた

とある｡  

9)本稿では､前進する感覚という意味で､辞書の見出

し語にある前進力を使用した｡  

10)別宮 (1977)が述べた４小節ひとまとまりの性質

が共通教材にも反映されているといえる｡  

11)二宮 (2017)､p.94｡ 

12)ふたご素数は差が 2 である素数のペアを指す｡隣

接しているが故に両者に差が少なく両者間の移行は

スムーズに行われる｡  

また８と５の組み合わせはフィボナッチ数列であ

る。レオナルド・フィボナッチ (1202)｢算盤の書｣の中

でヨーロッパに広めたとされる。前の二つの数字の

和が次の数字になる数列であるが､その 1300 年ほど

前にインドのヘーマチャンドラが韻律の研究により

書物に記したことが判明している｡自然界で美しく

心地よく感じる数値と言われるフィボナッチ数列が､

歌唱共通教材である《子もり歌》や《かたつむり》(殻

の螺旋構造がそれにあたる )など､安心感を表現する

子もり歌や､かたつむりという自然の造形に関係す

る歌にあてはめられているのは興味深い｡  
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紙芝居技法（大辻,2007）は描画と物語作成を主軸とする描画物語技法（心理教育）であり、個人にも集団に

も適用できる。個人適用の場合の効果としては対象者自身の自我機能の強化が期待できる。その結果、個人

は自信を獲得し集団適応が促進される。また、集団に適用した場合は集団間の連携が促進強化される。その

ことから、学級内のいじめ及び学級崩壊の軽減はもちろんのこと、通常の学級内の児童間の人間関係を適正

に促進強化することに有効であることが期待できる。また、生徒指導提要（2023）によれば、現時点におい

て生徒指導の中軸として教育相談 (カウンセリング )が位置付けられており、カウンセリングの一手法として

の本法もその特質から当然その中に組み込まれると言える。そこで、今回この紙芝居技法を教員対象として

実施し、教員にこの方法を体験修得させ、ひいては教員が自身の担任学級児童に実施可能とすることを狙い

として教員対象の研修をおこなった。本研究では、その研修結果 (受講者との議論、観察、アンケート結果他

)にもとづき、数個の視点から本法の児童連携促進強化法としての意義について検討した。  
 
キーワード：紙芝居技法，発達支持的生徒指導，児童・生徒連携，教員研修，心理教育  
 
 
１．はじめに  
紙芝居技法（大辻,2007）は描画と物語作成を

主軸とする描画物語技法（心理教育）であり、個

人にも集団にも適用できる。 

個人適用の場合の効果としては対象者自身の

自我機能の強化が期待できる。その結果、個人

は自信を獲得し集団適応が促進される（古川・

阿部,2010;大辻・上川,2009;佐藤・阿部,2022:
内海,2011）。大辻・上川（2009）ではコミュニ

ケーションが促進され、対人関係にまつわる不

安、不信、緊張などの心理的問題が改善された

と報告されている。古川・阿部（2010）による

と、他者への暴力や暴言が減少し、自己のアグ

レッションコントロールが可能となる。つまり、

攻撃性を建設的な方向で表出することが可能と

なると指摘している。さらに、内海（2011）に

よると、紙芝居技法共同制作法によりクライエ

ントの自我機能の回復や促進及びコミュニケー

ションの促進がなされるという知見を得た。ま

た、紙芝居技法相互制作法を主要なコミュニケ

ーションツールとしてセラピストに対する同一

視が生起したことにより適応的な行動が見られ

るようになった（佐藤・阿部,2022；2025）。 

集団に適用した場合は集団間の連携が促進強

化される（阿部,2011;阿部・大辻,2015;阿部・

佐 藤 ,2022; 古 川 ,2012; 川 﨑 ・ 阿 部 ・ 大

辻,2012；大辻・上川,2013a;2013b；内海,2010）。
高校生サッカー部に紙芝居技法連結法を実施し

たところチームの雰囲気、連携力及び勝負力が

向上したと述べている（内海,2010）。同様に中

学生ラグビー部に紙芝居技法連結法を実施した

ところ他者不信の改善が有意に認められた（川

﨑・阿部・大辻,2012）。さらに、学級崩壊を呈

している小学生に紙芝居技法連結法を実施した

ところ、学級内のいじめの軽減、学級崩壊の軽

減が見られた（大辻・上川,2013a；2013b）。 
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A 発達支持的生徒指導  
B 課題予防的生徒指導：課題未然防止教育  
C 課題予防的生徒指導：課題早期発見対応   
D 困難課題的生徒指導  

D
C
B
A

なお、紙芝居技法連結法を教員研修で実施した

ところ、実施者であるスクールカウンセラー（以

下 SC）との連携力が高まり生徒対応の相談が

増加した（古川,2012）。また、別の教員研修で

は、児童に良い方法だけでなく教員間連携/同僚

性が高まり教員にとっても良い研修方法である

と参加者の教員が述べている（阿部,2022）。こ

のことから、紙芝居技法は児童・生徒間及び教

員間の人間関係を適正に促進強化することに有

効であることが期待できる。  

紙芝居技法は、米国小学校の児童虐待に関する

予防教育にヒントを得て考案した描画技法（大

辻 ,2007）であり、手順一番目のなぐり描き技法

はケイン（The Scribble ,Cane F.,1951）にヒ

ントを得て考案されたものである。紙芝居技法

のねらいは、他者との絆の形成、より良い人間

関係づくり、さらにセルフエスティームの向上

にある。その方法は、まず第一に、目を閉じて

用 紙 に ４ B の 鉛 筆 で な ぐ り 描 き を 行 う

（scribble）。次に、目を開けて、なぐり描きか

ら見えた形を形成する（ shaping）。この時、消

しゴムを使用することができる。さらに、色を

塗る（ coloring）。色を塗った後に、用紙の裏面

に絵のタイトルと絵の簡単な説明を記入する

（naming）。上記方法を 3 回実施する。その後、

3 枚の絵で物語を作成（タイトルも作成）する

（ story-making）。連結法はグループメンバー

の絵をつなげて物語を作成する。最後に発表（紙

芝居実施）を行う（ story-telling）。 

紙芝居技法の種類は、基本法（個人が制作した

絵をつなげて紙芝居を作成し物語を発表する）

に始まり、連結法（個人で制作した絵をグルー

プ全員でつなげて紙芝居を作成し物語を発表す

る）、交換法（互いに制作した絵を交換して紙芝

居を作成し物語を発表する）、共同制作法（単独

制作が困難な部分を共同制作し紙芝居を作成し

物語を発表する）、相互制作法（互いに絵を描き

紙芝居を作成し物語を発表する）等、主に現在

5 種の実施方法がある。また、適用範囲は個人

場面（カウンセリング場面、教育相談場面等）

と集団場面（クラス、クラブ、教員研修等）が

ある。 

現在の生徒指導提要（2023）における生徒指導

は旧来の生徒指導提要（2010）における生徒指

導を発展させた 4 層構造からなる。以前は、①
成長を促す指導、②予防的指導、③課題解決的

指導の 3 層構造であったが、現在は①の成長を

促す指導を 2 点に分類し、新たに第 1 層として

「発達支持的生徒指導」を設定した。これによ

り、旧来の予防的指導が発達支持的生徒指導と

課題未然防止教育の 2 層になったことで層的厚

みが増し予防的対応が強調されたといえる。こ

の発展は予防的指導を充実させることを目的と

していると考えられる。つまり、課題発見より

もむしろ課題予防に力点を置いたところが特質

であると理解できる。  

 

 

                        …特定の児童生徒  
                         …一部の児童生徒  
                         …全ての児童生徒  
                         …全ての児童生徒  

 

 

 

 

 

図１  生徒指導の 4 層構造：指導内容とその対象１  

（生徒指導提要,2023＋筆者加筆） 

 

生徒指導提要（2023）によれば、発達支持的生

徒指導は、①児童生徒の自発的主体性、②個性

の伸長、③社会性の発達を教職員が支え働きか

けることを重視しており、生徒指導の基盤をな

すものである。本研究ではこのことをふまえて、

特に紙芝居技法との関連で具体的な課題を追求

することにする。 

さらに生徒指導提要（2023）では発達支持的生

徒指導について具体的な内容として社会的資

質・能力の育成他が述べられている。なお、社

会的資質・能力の育成については主に次の 10 項

目が指摘されている。①自己理解力、②自己効

力感、③コミュニケーション力、④他者理解力、

⑤思いやり、⑥共感性、⑦人間関係形成力、⑧
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協働性、⑨目標達成力、⑩課題解決力等々であ

る。また、これらの課題達成については SC 等

との多職種連携が重要かつ不可避であることが

指摘されている。 

さらに生徒指導提要（2023）では発達支持的生

徒指導は個と集団への働きかけ及び学習指導と

関連付けて行うことが重要であると指摘されて

いることから、心理教育として紙芝居技法を教

員研修で実施することの意義は大きいものとい

えよう。 

紙芝居技法は発達支持的生徒指導を具体的に

すすめる手法の一つとして有効であると考えら

れる。また、生徒指導提要（ 2023）によれば、

現時点において生徒指導の中軸として教育相談

（カウンセリング）が位置付けられており、カ

ウンセリングの一手法としての本法もその特質

から当然その中に組み込まれると言える。  

そこで、今回、紙芝居技法の体験修得を目的と

した教員研修を実施した。本研究では、その研

修結果(受講者との議論、観察、アンケート結果

他)にもとづき、本法の発達支持的生徒指導にお

ける児童生徒の連携を促進するための方法とし

ての意義について検討したい。  

 
２．方法  
(1) 対象  
本研究では公立 A 小学校教員 31 名及び公立

B 小学校教員 32 名、計 63 名を研究対象として

紙芝居技法の体験学習を実施した。その目的は

対象校児童のコミュニケーション力および自己

肯定感をアップさせることにある。そのために

教員が実施できる方法を体験学習することをね

らいいとして本研修をおこなった。  

なお、A・・B 両校とも紙芝居技法の教員研修はこ

れまで未実施である。B 小学校については SC
主体にすでに教員と SC の 2 人組で 9 クラスの

児童に実施済みである。 

 
(2) 手続  
１）紙芝居技法の実施手順  
①  準備物/1 人当たり：A4 サイズ上質紙 3 枚・

4B 鉛筆・消しゴム・色鉛筆・クレヨン・ク

レパス 

②  実施手順＜基本法及び連結法＞  

a. 目を閉じて 4 B の鉛筆でなぐり描き  

b. 目を開けてなぐり描きから見えた形を

形成する（消しゴムの使用可能） 

c. 色を塗る 

d. 方法①〜③を３枚（3 回）実施 

e. 3 枚の絵を使って物語を作成  

＊基本法は個人が作成したもの３枚を  

使用して物語を作成  

＊連結法は３枚のうち１枚を使用して 

グループ全員の絵を１枚ずつ連結使

用して物語を作成  

f. 物語のタイトルを作成  

g. 発表する 

 
２ ) 研修の実施手順  
①  A 小学校  
a. 人権研修で紙芝居技法 (連結法 )を 1 時間程

度体験学習実施（各グループ 4〜5 名） 

b. 実施後、研修受講者に無記名、自由記述式に

よる感想（振り返りシート）実施  

c. 研修実施後、研究のために紙芝居技法の描画

提出を依頼。なお、その際、班構成員全員が

協力可能な班は描画を提出していただける

とありがたい旨をアナウンスした。  
 
②  B 小学校  
a. 生徒指導研修で実施。まず、生徒指導担当及

び筆者で実施した 5 年生 1 クラスに対する

紙芝居技法実施時のビデオ映像を映しなが

ら、担任及び生徒指導担当者が実施時の児童

の様子及び実施の感想を発表（10 分程度） 

b. 紙芝居技法(連結法)を 1 時間程度体験学習

実施（各グループ 4〜5 名） 

c. 実施後、研修受講者に無記名、自由記述式に

よる感想（振り返りシート）実施  

d. A 小学校と同様に描画提出の協力を求めた。 
 
(３ ) 分析法  
分析のためのデーターの集積は観察記録及び感

想（振り返りシート）による。集積したデータ
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ーは臨床心理士 3 名で分類し、カイ二乗検定で

統計処理を行った。 

 

(４ ) データー使用の許可  

本研究のために使用したアンケート及び描画等

の基礎データーは参加者並びに校長の了解のも

と公表許可を得ており、また個人情報に関する

倫理規定に沿ったものである。  

 
３．結果  
１）A 小学校  
結果は次の通り。  
描画提出者は 26 名、非提出者は 5 名。感想提

出者 19 名、そのうち、感想肯定者 18 名、非肯

定者 1 名、非提出者 12 名  
感想を 3 視点（自己に有効・児童に有効・教員

間に有効）で複数分類した。  
A 自己にとって有効 4 名  
B 児童にとって有効 16 名  
C 教員間にとって有効 6 名  
χ2（1）＝15.211 p＜ .01 
カイ二乗検定の結果、紙芝居技法実施における

感想肯定者は非感想肯定者に比べて有意に高い。 
 
２）B 小学校  
描画提出者は 30 名、非提出者は 2 名（別件の

ため途中退出）。感想提出者 26 名、そのうち、

感想肯定者 26 名、非肯定者 0 名、非提出者 6 
名。  
感想を 3 視点（自己に有効・児童に有効・教員

間に有効）で複数分類した。  
A 自己にとって有効 21 名  
B 児童にとって有効 18 名  
C 教員間にとって有効 12 名  
χ2（1）＝26.000, p＜ .01 
カイ二乗検定の結果、紙芝居技法実施における

感想肯定者は非感想肯定者に比べて有意に高い。 
結果の図表については本校考察の後に掲載す

る。  
 

４．考察  
今回、児童・生徒間連携のための発達支持的

生徒指導に関する研究として、紙芝居技法（描

画物語技法）による教員研修を通して得られた

データーに基づいてその意義を検討した結果、

下記に述べる知見と新たな問題意識が明確にな

った。 

研究結果から、A・B 両小学校とも研修参加者

における紙芝居技法の体験学習について肯定的

な反応がみられた。教員は紙芝居技法の体験学

習から、教員自身にとっても、教員間にとって

も、また児童にとっても、いずれにとっても有

効な研修であることが判明した。  

（1）参加者は体験学習をしたことで紙芝居技

法が自己肯定感や児童生徒の連携力（仲

間づくり・集団作り）の向上に有効である

と考えた。  

（2）参加者・観察者とも教員間コミュニケーシ

ョン/同僚性が高まったと実感している。

すなわち紙芝居技法は教員間の連携力向

上に寄与することから、教員にとって必

要かつ重要な基礎の技術の一つを獲得し

たものといえる。  

（3）紙芝居技法の体験研修過程において、それ

ぞれの個性が否定されずに尊重された体

験をしたことから、紙芝居技法は実施の

際に否定することなく実施可能な方法で

あるとの認識を得た。 

つまり、発達支持的生徒指導を具体的に進め

る方法の一つとして紙芝居技法を教員研修で体

験学習することは有効かつ有用であると考えら

れる。 

 

５．今後の課題  
上記の研究結果から、紙芝居技法はチーム学

校としての教員間連携や仲間づくり・集団づく

りとしての児童間連携にも有効であることが示

唆された。このことから、いじめ、暴力行為、

不登校及び自死予防等に寄与するものと予想さ

れる。 

さらに現在課題となっている、幼保小の連携

（文部科学省）」の一端としての有効性について

も検討の余地があるものと考えられる。
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あるとの認識を得た。 
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る方法の一つとして紙芝居技法を教員研修で体
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資料１  A 小学校研修  
１．描画の感想（図１～４）  

図１  A 小学校描画提出                図２  A 小学校感想提出  
 

図３  A 小学校感想内容分類               図４  A 小学校肯定内容分類  

 
 
２．研修の感想（表 1）  

表１   A 小学校教員研修感想  
 

              

カテゴリー  具体例  

１．自己に有効  ①  面白かった。  

②  絵が苦手な自分でも苦なく取り組める。  

③  なぐり描きから始めるというところが斬新で、絵を描くこと

への抵抗感を少なくする良い方法だと感じた。  

２．児童に有効  ①  絵を描くことが苦手な子どもにも楽しみながら取り組めそ

うと思いました。  

②  クラス作リに活かせると思う。 

③  クラスの輪に入れない子も、これをすることで仲良くなるきっ

かけになればいいなと思いました。  

３．教員間に有効  ① 楽しみながらチームで自然と対話が生まれ、協力できる活

動。 

② より良い人間関係づくり、絆の形成にも効果的な技法と実

感。 

③ 話し合いの時に自然とグループの会話が生まれることに気

がついた。  

感想提出
19人,61%

感想未提出
12人, 39%

感想提出 感想未提出

描画提出
26人,84%

描画未提出
５人,16%

描画提出 描画未提出

感想肯定
18人,95%

感想非肯定
1人,5%

感想肯定 感想非肯定

自己に有効
4人,15%

児童に有効
16人,62%

教員間有効
4人,23%

自己に有効 児童に有効 教員間有効
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資料 2 B 小学校研修  
１．描画の感想（図５～８）  

図５  B 小学校描画提出                 図６  B 小学校感想提出  
 

図７  B 小学校感想内容分類               図８  B 小学校肯定感想分類  
 
２．研修の感想（表２）  
 
表 2  B 小学校教員研修感想例  

 
 
 
 
 
  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

カテゴリー  具体例  

１．自己に有効  ①  紙芝居技法を実際に行ってみて、率直に面白かった。絵をか

くときにその時の心情や心の状態が出されると感じた。  

②  子どもたちをなにも否定しなくてもよいのでその点も良いと

感じた。間違いのないところがよいと思った。  

③  殴り描きをすることで自分のエネルギーを紙にぶつけること

ができスッキリしました。  

２．児童に有効  ①  どのクラスでも行うことができる。勉強が得意苦手にかかわらず

全員が参加できるところがよいところだと感じた。  

②  教師から見ても児童の新しい発見があるので、支援級でする

のは難しいかもしれませんが、やってみたいと思いました。  

③  絵が苦手な児童も自由な発想で描くことができ、それを周り

が受け入れてくれることはとても素敵だなと感じました。  

３．教員間に有効  ①  自分では気づかないことにもグループで話すことで気づいた

り、話を広げることができたりしておもしろいと思った。  

②  楽しさの中に、コミュニケーションをとったり、相手を認め

ていけるような自然なやりとりができて、よい技法である。  

③  自然と会話が増え相手を認めることができる。楽しめた。  

感想肯定
26人,100%

感想非肯定
0人,0%

感想肯定 感想非肯定

自己に有効
12人,41%児童に有効

18人,35%

教員間有効
21人,24%

自己に有効 児童に有効 教員間有効

感想提出
26人,81%

感想未提出
6人,19%

感想提出 感想未提出

描画提出
30人,94%

描画未提出
2人,6%

描画提出 描画未提出
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資料 2 B 小学校研修  
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２．研修の感想（表２）  
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②  子どもたちをなにも否定しなくてもよいのでその点も良いと
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２．児童に有効  ①  どのクラスでも行うことができる。勉強が得意苦手にかかわらず

全員が参加できるところがよいところだと感じた。  

②  教師から見ても児童の新しい発見があるので、支援級でする

のは難しいかもしれませんが、やってみたいと思いました。  

③  絵が苦手な児童も自由な発想で描くことができ、それを周り

が受け入れてくれることはとても素敵だなと感じました。  

３．教員間に有効  ①  自分では気づかないことにもグループで話すことで気づいた

り、話を広げることができたりしておもしろいと思った。  
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ていけるような自然なやりとりができて、よい技法である。  
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感想肯定
26人,100%

感想非肯定
0人,0%

感想肯定 感想非肯定

自己に有効
12人,41%児童に有効

18人,35%

教員間有効
21人,24%

自己に有効 児童に有効 教員間有効
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資料３  紙芝居技法事例  
 １．紙芝居技法基本法事例（『クリスマス』＜7歳女児＞）  
 
 
 
 
「カラフルでみずたまのいえ」   「カナダのクリスマスツリー」   「くるくるアイスクリーム」  

 
『おはなし：クリスマス』：①にほんのほっかいどうのいえに、カナダのクリスマスツリーがありました。
→  ②たまちゃんがれいぞうこをあけると、たまちゃんの大すきな「くるくるアイスクリーム」がありま
した。→  ③ひとりでたべてかんがえていました。「あーあ、そうだった」、きょうはたのしみなクリス
マスでした。→  ④またずーっとかんがえると、きょうは 12月24日でした。「イエーイ、やったー」→  
⑤するとおかあさんがかえってきて、「きょうはうれしいね」と、２人はよろこんでねてしまいました。  

 
２．紙芝居技法連結法事例（『弱肉強食』＜中学生男子ラグビー部＞）  

 

「キノコ」  「鍵を飲みこんだぶた」「ソースがでるヤツ  (バジルレモン /トマト )」   
「へびとクラゲとウサギとかにとイカ」「無題」「へびっぽいやつ」  

 
『おはなし：弱肉強食』：①しいたけがありました。→  ②それにぶたがトマトソースとレモンソースと
バジルソースをかけて食べました。→  ③そこに恐竜が迫っていました。→④そして恐竜がぶたを食べよ
うとしたとき、この人たちが助けようとしましたが、ぶたと一緒に食べられてしまいました。  

 
３．紙芝居技法連結法事例（『おはなし』＜小学校教員＞）  

 

 

 

 

 

 

「ボールとかわ」  「カメさん」  「セミ」  「ちょうをねらうネコ」「キノコをねらうおばけ Family」  
 

『おはなし』：①ボールが川から流れてきました。→  ②カメが拾おうとしたけど拾えませんでした。「あ
ちゃー。セミくんとってー。」→  ③「ぼくは水が無理だからチョウさんとってー！」→  ④「むり～っ！
わたし、今ネコさんにねらわれてて、逃げるのにせいいっぱいなの。」→  ⑤「まてまて、我々は川の妖
精。流れてくるのはボールだけではないゾ。きのこも流れてくるではないか。幸せのきのこをみんなで追
いかけるのぢゃー！！」  
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注  
1) 英文タイトルは以下の通り。  

A Study on Developmentally Supportive  

Guidance and Counseling Work  for 

Communication with Students 

― through Teachers' Training by Kamishibai

（Drawing and Sory Telling ）Technique―  

２）生徒指導提要（2023）における生徒指導の 4 層

構造の図に筆者が対象児童生徒を加筆した。  
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「学びや生活の基盤をつくる幼児教育と

小学校教育の接続について」―幼保小の協

働による架け橋期の教育の充実― .文部科

学省  
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